
 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あけましておめでとうございます。今年もどうぞ宜しくお願い致します。 

 新しい年がスタートしました！手洗いやうがいをきちんとして、しっかりとご飯を

食べて丈夫な体を作っていきましょう。 

 新年の食べ物と言えば、お雑煮や七草を思い浮かべる方も多いかもしれません。 

旬の食材を楽しみながら、今年一年元気に過ごしていきましょう。 

こども園めばえ 

令和８年１月 

春の七草(七草粥) 

 郷土料理を味わいましょう！ 

       １月～２月の行事食として、お正月のおもち・節分の豆などを食べる機会も 

あるかと思います。 

 乳幼児は物を飲み込む機能が未発達の上、大人のように食べ物をかんだりすりつぶしたりす

ることができないため、喉に物を詰まらせてしまうことがあります。 

 園では窒息の原因となるおもちや炒り豆などを控えています。 

 ご家庭で与える場合は、小さく切る・よく噛むように声を掛ける・正しい姿勢で食べさせる・ 

落ち着いて食べる・水分をとりながら食べる・大人が必ず見守るなどの 

配慮をお願いします。 

尚、喉に物が詰まったときは、肩甲骨の間を４～５回強く早く叩くなど 

して物を取ってください。意識や呼吸がない時は、直ちに 119 番通報を！ 

 年神様がいる間は鏡もちを飾っ

ておき、松の内が明けたら今度は

年神様を送るために、おもちをい

ただきます。 

 雑煮やおしるこ、お好きな調味

料で、家庭によっていろいろな楽

しみ方で味わってみて下さい。 

  

鏡開き 

 「ご飯からお餅はできるの？」 

（ 

０～３歳に多い窒息‼ 対策していますか？ 

 お正月に食べる料理と言えばお雑煮がありますが、地方ごとにお雑煮に入る食材が

違うことを知っていますか？ 

 たとえば、東京は四角いお餅に鶏肉や野菜を合わせて、新潟はイクラやサケ、しい

たけなど具だくさん。京都は白味噌で味付けお餅は丸。福岡も丸いお餅でブリやしい

たけが入っているのが特徴です。 

 皆さんのお家ではどんな食材や味付けをしていますか？それぞれの家庭で異なる

個性が光るお雑煮。子どもたちにも伝えていきたいですね。 

 １月７日は七草。せり・なずな・

ごぎょう・はこべら・ほとけのざ・

すずな・すずしろの七草が入った

七草粥を食べ、胃腸をいたわりま

しょう。 

 七草は身近にある植物です。お

散歩をしながら探してみるのもい

いかもしれませんね。 

 今年度のもちつきは地域との交流会で、おじいちゃんやおばあ 

ちゃん、地域の方と一緒に行いました。 

 ５歳児さんは、もちつきの前にもち米とうるち米の違いを比べ、“もち米からお餅を作る”

ことを伝えました。すると、「ご飯でもお餅になるよ」「えっ！ならないよ」「なるっていっ

てたよ」…の声が。じゃあ実験をしてみよとのことで、餅つきの際にもち米とうるち米をす

りこ木で突いてお餅になるか確かめました。 

“さあ、たのしいたいけん” 

（もち米） 

白い、小さい、重たい、 

カラカラと音がする 

（もち米） 

硬いなぁ 

（ごはん） 

色が薄い 

パラパラと音がする 

（ごはん） 

やわらかい 

（もち米を蒸すと） 

パンの匂いがする！

よ 

（もち米） 

硬い、のびる 

匂いが強い 

（ごはん） 

ねばねばする 

のびない 

おもちには

ならない！ 

 実験をして振り返ることにより、もち米とうるち米の違いを考える 

姿が見られました。意見が違うことを実際に試してみることにより最終的には“ごはんは

おもちにならない”ことが分かり納得していました。 

 これからも疑問に思ったことを試せるように環境を整えていきたいと思います。 


